
鳴門教育大学附属特別支援学校  

教諭 兒島 由佳 

性器いじり行動のある 

特別支援学校小学部低学年の自閉症児が 

個室に入って性器いじりを行うための指導 



対象児のプロフィール 

特別支援学校 小学部１年 男子 

自閉症 

太田のstage：Ⅰ－ ３ 

新版S－M社会生活能力検査 

              ：社会生活年齢１歳10ヶ月 

 標的行動 

減らしたい行動 

『個室以外で性器をいじる』 

増やしたい行動 

『カード又は具体物を取る』→『個室に入る』→
『個室内で性器をいじる』 



指導前の性器いじりの実態 

学校での様子 

周りに人がいてもいなくても，ズボンとパンツを完全に
脱いで性器をいじる。 

パンツとズボンを脱いでいじっていたら，教員が個室に
連れて行くようにし，個室から出る時はパンツとズボン
をはかなければ出られないようにするという対応をして
いる。 

 

家庭での様子（保護者からの聞き取り） 
家でも，完全にズボンを脱いで性器をいじる 

眠くなるといじる事が多い（夜寝る前に布団の中で等） 

家庭でも11/14頃から，性器いじりをしていたら，母親
が対象児を個室に連れて行くようにした。 



記録の取り方（記録表） 

【学校の場合】 

【家庭の場合】 

←毎日、保護者の 

 方と連絡帳を通 

 じて記録表をや 

 りとり 



ベースライン期のグラフ 

性器いじりの形態別の回数 
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ベースライン期の結果 

学校でも家庭でも性器いじりの回数は減少傾向にあ
る 

自主的に個室に行くという行動は、学校でも家庭でも
ほとんど生起していない 

場所や時間に関係なく、一日の間に一定して性器い
じりを行っている    

ベースライン期の考察 
性器いじりをし始めたら、個室へ連れて行くという、教員と
母親の関わりが、性器いじりをするという行動に対して、弱
化の機能を果たした 

自分から場所を選んで性器いじりを行うということは学習で
きていない 

性器いじり行動の前提条件として、場所や時間はあまり関
係ない  



性器いじりの前兆行動となりそうな対象児の行動を記録に
とる 

「ズボンのウエストに手をかける」 

         ＝性器いじりの前兆行動 

性器いじりの前兆行動を見つける 
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前兆行動に対する性器いじりが発生した確率（12/9～12/16） 
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指導方法 

ズボンのウエストに 

手をかける 

（個室以外の場所で） 
性器いじり 

対象児に 

「こしつ」カードを 

手渡す 

立つように 

腕を支えるガイダンス
をする 

NO 

YES 

個室に入る 

歩くように 

背中を軽く押す 

NO 

YES 

立つ 

個室まで歩く 

・・・対象児の行動 ・・・教員の行動 



環境設定 

「こしつ」カードを 

対象児の 

スケジュールの横と
ビデオスペースに 

常設 

「こしつ」カードと同じ
シンボルマークを 

個室内に掲示 



介入期のグラフ 

性器いじりの形態別の回数 



性器いじりの総数 



性器いじりを行った場所ごとの総数 



ABC分析（指導前） 

個室に入る 

やがて 

性器いじりの感覚
なし（↓） 

視界に教員なし
（↑） 

「こしつ」カード 

なし 

「こしつ」カード 

あり 
個室に入る 

やがて 

性器いじりの感覚
あり（↑） 

視界に教員なし
（↑） 

カードを箱に 

プットイン（↑？） 

ABC分析（指導後） 



介入期の結果 
自主的に個室に行って性器いじりを行う行動が，ベースライ
ン期よりも増加した。 

学校での性器いじり行動は，ベースライン期より増加傾向に
ある。 

家庭での性器いじり行動は，減少したまま安定しつつある
が，自主的に個室に行く行動は見られない。 

個室に入って性器いじりを行うことがほぼできるようになり，ビ
デオスペースで性器いじりをすることはほとんどなくなった。 

 介入期の考察 

 

 

個室に入るということに関して，カードを使用しての介入方法
は妥当であった。 

学校での指導の効果は，家庭には般化されていない。 

 「こしつ」カードが視界にある場合は，カードを取って個室に
入る行動はほぼ定着したが，「こしつ」カードが視界にない場
合は、カードを取って個室に入る行動は定着していない。 

 


